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県道三津・彦根線から見える遊園地の桜（三津町）



2広報ひこね　平成17年４月１日

彦根市の平成1７年度予算 特集

3 広報ひこね　平成17年４月１日

用語の説明（歳出）
民生費：福祉や医療の充実などのために使われ

るお金
土木費：道路や橋、公園などの施設整備に使わ

れるお金
公債費：大きな事業を行うために国などから借

りたお金の返済に使われるお金
衛生費：健康診断や予防接種、ごみの収集・処

理などに使われるお金
教育費：小・中学校などの教育や文化、スポー

ツの振興のために使われるお金
総務費：市税、選挙、戸籍の事務や、市政の推

進を図る計画を作るために使われるお金
消防費：市民の安全を守るため、消防や防災対

策に使われるお金
農林水産業費：農林水産業の振興のために使わ

れるお金
商工費：商工業や観光の振興のために使われる

お金
議会費：市議会を運営するために使われるお金
労働費：働く人たちの福祉などのために使われ

るお金
予備費：緊急の支出などに備えるお金

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯

平
成
17
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、

昨
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
て
７
・
９
％
の
減

少
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、
昨
年
度
の
当
初

予
算
に
は
、
平
成
７
、
８
年
度
に
借
り
入
れ
た

「
減
税
補
て
ん
債
」（
国
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
市

税
が
減
少
し
た
歳
入
を
市
債
と
し
て
補
っ
た
も

の
）の
借
り
換
え（
約
19
億
７
千
万
円
）が
含
ま
れ

て
い
た
た
め
、
こ
の
分
を
差
し
引
く
と
、
実
質

的
に
は
２
・
４
％
の
減
少
と
な
り
、
昨
年
度
に

も
増
し
て
、
緊
縮
型
の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
入
で
は
、
市
税
収
入
の
伸
び
悩
み
や
、
国

の
「
三
位
一
体
改
革
」
な
ど
の
影
響
で
、
国
・

県
の
財
政
支
援
が
減
少
す
る
一
方
で
、「
広
報
ひ

こ
ね
」「
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
に
有
料
広
告

を
掲
載
す
る
な
ど
、
新
た
な
財
源
確
保
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
歳
出
で
は
、
す
べ
て
の
事
業
を

ゼ
ロ
か
ら
見
直
し
ま
し
た
。
実
施
す
る
事
業
を

厳
し
く
選
択
し
、
簡
素
で
効
率
的
な
方
法
で
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
特
集
で
は
、
４
・
５
ペ
ー
ジ
で
は
、
主

な
事
業
の
紹
介
の
ほ
か
、
市
民
一
人
当
た
り
に

使
う
お
金
と
、
市
民
一
人
が
納
め
る
税
金
の
中

身
を
、
６
・
７
ペ
ー
ジ
で
は
本
市
の
財
政
状
況

の
推
移
を
グ
ラ
フ
を
交
え
て
説
明
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

財
政
課
☎
◯30
６
１
０
７

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

用語の説明（歳入）
市　税：皆さんから市に納めていただく税金
地方交付税：所得税など国が徴収した税金の中か
ら、市の財政状況に応じて国から交付されるお金
国庫支出金・県支出金：特定の目的の財源として
国・県から交付されるお金（補助金など）
市　債：大きな事業を行うために国などから借り
入れるお金
《平成17年度末残高見込額417億5,028万5千円》
諸収入：他の収入科目に含まれない収入（消防の
受託事業収入など）
繰入金：特定の目的のために積み立てているお金
を取り崩して使うお金
地方消費税交付金：国が徴収した消費税の一部か
ら市へ交付されるお金
使用料及び手数料：施設の使用時や住民票などの
証明書の交付時などに皆さんが納めるお金
地方譲与税：国が国税として徴収した税金のう
ち、地方に配分されるお金
分担金及び負担金：市が行う事業によって特に利
益を受ける人や団体が納めるお金
地方特例交付金：減税の影響を補うため国から交
付されるお金

⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯
⋯



市民人権啓発推進事業
広野会館建設事業
旧軍人および戦没者遺族等援護事務
あったかほーむづくり整備運営事業
高齢者２４時間対応型安心システム事業

留守家庭児童会運営事業
主任指導員の設置

金城小留守家庭児童会専用棟の建設　など

保育所運営および児童保護措置事業
旭森乳児保育園新設　など

ひとり親家庭援護事業
難病患者等日常生活用具給付事業
障害児療育事業「あすなろ教室」
がん検診事業
子宮がん検診委託料　など

休日急病診療所事業
病院の管理運営
栄養サポートチーム事業

医療機器等整備事業

大規模災害対策事業　など

１,４１４万５千円
３億１,８３０万円
１２９万８千円

１００万円

５０万８千円
９,７９５万３千円

１４億５,１８１万４千円

６０万５千円
７４万３千円

１,３７５万５千円
３,１７３万５千円

５,４０１万７千円
１億２０９万２千円

人権が尊重され、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくり

集落営農ステップアップ促進事業
いきいきファーマー・パワーアップ支援事業

近江米ブランド確立実践事業
中小企業近代化高度化対策事業
㈱四番町スクエア集客施設設置事業

（仮称）彦根城築城４００年祭開催事業

世界花火大会滋賀事業
彦根城城郭整備事業
観光交流センター整備事業
地域交流センター運営事業
彦根市本町地区街なか再生土地区画整理事業

彦根駅東土地区画整理事業
彦根駅東地区高次都市施設整備事業（自由通路）

駅舎整備推進事業
近江鉄道鳥居本駅と米原駅の間に新駅を設置

路線バス対策事業
自転車対策事業
バリアフリー施設整備事業
都市計画道路整備事業
緊急雇用対策彦根市住宅リフォーム促進事業

３歳児保育体制整備事業
佐和山幼稚園・金城幼稚園の平成１８年度に向けた準備

小学校整備事業
旭森小学校校舎整備事業

城南小学校校舎整備事業

稲枝北小学校耐震補強事業

河瀬小学校耐震補強事業

城北小学校耐震補強事業

小学校耐震診断事業

金城幼稚園園舎整備事業
生徒指導ハートフルサポート事業
学校教育活動支援事業（チューター彦根）

図書館システムコンピュータ管理事業

インターネットを利用した蔵書検索、

貸出状況、新着図書などの情報提供　など

旧彦根藩松原下屋敷庭園保存推進事業 彦根市史編さん事業 リサイクル推進事業
公営住宅ストック総合改善事業
中島団地２６戸、里根団地６戸

都市計画公園整備事業
公共下水道建設事業
上水道第５次拡張事業
大藪浄水場取水ポンプ棟外整備工事　など　

防災体制整備事業
地域防災計画策定経費　など

木造住宅耐震・バリアフリー改修支援事業

消防通信管理事業
車両整備事業
はしご付ポンプ自動車特別分解整備

水槽付消防ポンプ自動車更新

消防ポンプ自動車更新

２,１８４万１千円
９,４００万５千円

９,０５４万円
３０億２,７８４万９千円

９億６,３００万円

１,６７９万５千円

２,０６３万６千円
２,５７７万９千円

２１１万５千円

１億８,１１７万２千円

３,２４５万２千円
１,２６３万７千円

３３万４千円

２,０４７万１千円

１,２００万円

１４８万２千円
３７６万９千円

４,４５３万２千円

１０８万８千円
２００万円

２,５１８万円
２億８,４８９万６千円

８２８万７千円

２億９,０４２万円
４億６,０７３万９千円

４億４,０１０万円

５,８６５万２千円

１億１,３９０万２千円
４,９７２万３千円

１,１３０万円
３億２,５５０万円

２,００６万２千円

１５０万８千円
２００万円

５,４５４万１千円

人とひととの交流をひろげ、市民文化を創造するまちづくり

明日の彦根市を担う人を育むまちづくり

活力ある産業に満ちた、にぎわいあふれるまちづくり

良好な環境が整った、快適で安全・安心なまちづくり

国勢調査
広報ひこね発行事業
インターネットによる市政情報発信事業

名勝「玄宮楽々園」保存整備事業

旧市立病院看護婦宿舎跡地取得事業

指定管理者制度運用事業
経営改革推進事業
市長選挙執行費

５,７１０万９千円
１,３８１万５千円

１,３９２万４千円
４,１１０万円

２,４１４万６千円
１１８万２千円
１２４万５千円

３,０３６万５千円

その他

平
成
17
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

は
、
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
の
基
本
構
想

に
位
置
づ
け
て
い
る
５
つ
の
柱
に
基
づ
き
、

現
在
進
め
て
い
る
「
経
営
改
革
」
を
施
策

展
開
の
共
通
理
念
と
し
て
予
算
を
編
成
し

ま
し
た
。

主
要
な
事
業
と
し
て
、
ま
ず
は
次
世
代

育
成
支
援
対
策
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
低
年

齢
児
の
保
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
旭
森

乳
児
保
育
園
（
野
田
山
町
）
の
新
設
に
補

助
を
行
う
ほ
か
、
留
守
家
庭
児
童
会
の
運

営
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
主
任
指
導
員
を

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
児
童

や
、
個
別
対
応
が
必
要
な
児
童
に
対
し
て
、

チ
ュ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
個
人
指
導
教
師

を
派
遣
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
の
事
業
で
は
、
本
町
地
区
の

街
な
か
再
生
土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
い

て
、
平
成
18
年
度
の
ま
ち
開
き
に
向
け
て

最
後
の
整
備
を
行
う
ほ
か
、
老
朽
化
し
た

広
野
会
館
の
建
て
替
え
を
行
い
、
地
域
に

お
け
る
福
祉
の
向
上
と
人
権
啓
発
の
拠
点

と
し
て
の
機
能
整
備
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
多
発
す
る
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え

る
た
め
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直
し
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
と
予

想
さ
れ
ま
す
が
、
経
営
改
革
を
推
し
進
め
、

市
民
と
行
政
と
が
役
割
分
担
し
な
が
ら
、

事
業
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲彦根駅東昇降棟イメージ図

５ ４
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彦
根
市
の
平
成
17
年
度
予
算
の
概
要
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
平
成
17

年
度
予
算
の
編
成
は
、
本
市
を
取
り
巻
く

厳
し
い
財
政
状
況
を
反
映
し
、
昨
年
に
も

増
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

景
気
は
、
企
業
収
益
が
改
善
し
、
設
備

投
資
も
増
加
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
緩
や
か

な
が
ら
も
回
復
が
続
い
て
い
ま
す
。ま
た
、

雇
用
情
勢
に
も
、厳
し
さ
が
残
る
も
の
の
、

改
善
の
き
ざ
し
が
見
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

こ
れ
は
大
都
市
や
大
企
業
の
傾
向
で
、
地

方
に
は
ま
だ
回
復
の
影
響
が
そ
れ
ほ
ど
及

ん
で
い
ま
せ
ん
。

市
税
収
入
は
、︿
グ
ラ
フ
１
﹀
の
と
お

り
平
成
12
年
度
以
降
は
減
少
が
続
い
て
い

ま
す
。
内
訳
を
見
る
と
、
市
民
税
は
、
不

況
や
雇
用
の
悪
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
減
税

の
影
響
な
ど
で
個
人
・
法
人
と
も
に
減
少

が
続
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
価
の
下

落
や
設
備
投
資
・
建
築
の
抑
制
な
ど
で
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
も
減
少
を
続

け
、
増
加
傾
向
に
あ
る
の
は
軽
自
動
車
税

の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
の
市
税
収

入
の
見
込
み
は
不
透
明
な
状
態
で
す
。

ま
た
、
国
の
『
三
位
一
体
の
改
革
』
に

つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
は
前
年
度
並
み

に
措
置
さ
れ
る
も
の
の
、
交
付
税
の
振
替

わ
り
で
あ
る
（※）

臨
時
財
政
対
策
債
が
縮
小

さ
れ
る
ほ
か
、
各
種
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
も
あ
り
ま
す

が
、
税
源
移
譲
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
に

暫
定
措
置
で
あ
る
（※）

所
得
譲
与
税
で
の
措

置
で
あ
る
こ
と
や
、
税
源
移
譲
額
が
少
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
後
に
つ
い
て
も
歳

入
の
確
保
に
見
通
し
が
つ
き
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
扶
助
費
は
引
き

続
き
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
ほ
か
の
主
な

費
用
は
減
少
し
て
い
ま
す
。︿
グ
ラ
フ
２
﹀

は
、
人
件
費
・
扶
助
費
・
公
債
費
の
過
去

10
年
間
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
す
。

人
件
費
に
つ
い
て
は
退
職
者
数
な
ど
の

影
響
は
あ
り
ま
す
が
、
ほ
ぼ
同
水
準
で
推

移
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成
17
年

度
は
人
件
費
抑
制
の
た
め
、
前
年
度
末
で

の
退
職
者
の
不
補
充
、
各
種
手
当
の
削
減

な
ど
に
よ
り
約
３
億
８
千
万
円
の
減
少
と

な
る
予
定
で
す
。
扶
助
費
は
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
需
要
の
高
ま
り
を
受
け
、
こ

の
10
年
間
に
約
１
・
８
倍
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
公
債
費
は
、
前
年
度
は
減
税
補
て

ん
債
の
借
換
え
を
行
な
っ
た
た
め
例
外
的

に
多
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
借
入
額

を
抑
制
し
、
減
少
さ
せ
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
義
務
的
経
費
と
呼

ば
れ
、
財
政
状
況
が
悪
い
か
ら
と
い
っ
て

す
ぐ
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
人

件
費
は
、
今
後
職
員
構
成
で
大
き
な
割
合

を
占
め
て
い
る
世
代
の
定
年
退
職
が
控
え

て
お
り
、
退
職
金
の
支
給
な
ど
に
要
す
る

費
用
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
扶
助
費

に
つ
い
て
も
、
医
療
費
の
助
成
や
生
活
保

護
費
の
支
給
の
ほ
か
、
少
子
高
齢
化
の
影

響
に
よ
る
高
齢
者
福
祉
・
児
童
福
祉
の
充

実
の
た
め
、
今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
、

さ
ら
に
財
源
不
足
が
深
刻
化
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

市
税
な
ど
の
歳
入
が
減
少
し
、
義
務
的

経
費
が
増
加
し
た
結
果
、
市
の
裁
量
で
行

な
う
建
物
や
道
路
の
建
設
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
事
業
へ
支
出
す
る
投
資
的
経
費

は
、
最
も
多
か
っ
た
平
成
８
年
度
と
比
較

し
て
３
分
の
１
以
下
に
な
っ
て
い
ま
す

︿
グ
ラ
フ
３
﹀。

こ
れ
ま
で
財
源
不
足
に
対
し
て
は
、
財

政
調
整
基
金
等
か
ら
の
繰
入
れ
に
よ
り
対

応
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

基
金
に
つ
い
て
も
、
近
年
取
り
崩
し
が
続

き
残
高
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

取
り
崩
し
を
進
め
れ
ば
、
数
年
後
に
は
基

金
が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
︿
グ
ラ
フ

４
﹀。
一
方
、
借
金
で
あ
る
地
方
債
の
残

高
は
、
こ
の
２
年
間
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、依
然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
次
の
世
代
の
負
担
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
事
業
の
縮
減
、
廃
止
、
延

伸
、
行
政
組
織
の
見
直
し
な
ど
に
努
め
て

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
16
年
度
か
ら

は
、
持
続
可
能
で
、
効
率
的
・
機
能
的
な

組
織
を
目
指
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
や
職

員
の
意
見
も
採
り
入
れ
、
経
営
改
革
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
政
を
取
り
巻
く
情
勢
は
大

変
厳
し
く
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と
の

役
割
分
担
の
見
直
し
の
結
果
、
補
助
金
の

削
減
や
、
一
部
の
手
数
料
や
利
用
料
・
負

担
金
等
の
改
定
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

負
担
し
て
い
た
だ
く
部
分
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
一
層
の
改
革
推
進
に
取

り
組
み
、
事
業
を
厳
し
く
選
択
し
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
出
来
る
限
り
時
代
の
要

請
に
応
じ
た
施
策
を
展
開
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

投資的経費：市が独自の判断で実施する公共事
業などに要する経費。歳入が減り、予算に
占める義務的経費の割合が高くなると、投
資的な事業は縮小しなくてはなりません。
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院
は
、
別
に
把
握
さ
れ
て
い
た
た
め
、
ど
の
村

に
も
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
の
帳
面
は
、
だ
れ
が
何
の
た
め
に

作
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
帳
面
の
最
後
に
藩
の

筋す
じ

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

が
記
し
た
定さ

だ
め

書が
き

に
は
、
村
か
ら
の
社

堂
届
け
と
藩
役
人
の
現
地
調
査
に
よ
り
、
藩
が

こ
の
帳
面
を
作
成
し
た
と
あ
り
ま
す
。つ
ま
り
、

藩
に
よ
る
社
堂
の
建
物
登
録
の
基
本
台
帳
が

「
三
筋
社
堂
帳
」
だ
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
筋

奉
行
は
、
今
後
の
社
堂
の
増
築
と
、
帳
面
に
未

登
録
の
社
堂
の
修
理
を
認
め
な
い
こ
と
を
定
め

て
い
ま
す
。

当
時
、
彦
根
藩
で
は
、
10
代
藩
主
井
伊
直な

お

幸ひ
で

が
先
頭
に
立
ち
、積
極
的
に
藩
の
改
革
を
行
い
、

藩
の
組
織
、
町
、
村
が
一
体
と
な
っ
た
倹
約
政

策
を
推
し
進
め
て
い
ま
し
た
。
藩
に
よ
る
社
堂

調
査
は
、
村
の
社
堂
の
新
築
を
制
限
し
、
村
の

出
費
を
抑
え
る
た
め
の
も
の
で
し
た
。

「
三
筋
社
堂
帳
」
は
、
右
の
作
成
経
緯
か
ら

み
て
、
村
が
社
堂
を
漏
ら
さ
ず
書
き
上
げ
よ
う

と
し
た
も
の
な
の
で
、
江
戸
時
代
の
村
に
お
け

る
宗
教
施
設
の
分
布
状
況
を
知
る
う
え
で
の
基

礎
史
料
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
彦
根
藩
の
政
策

が
領
内
の
村
の
生
活
に
及
ぼ
し
て
い
た
具
体
的

な
様
子
が
わ
か
る
興
味
深
い
史
料
で
も
あ
り
ま

す
。

（
彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
　
渡わ

た

辺な
べ

恒こ
う

一い
ち)

平
野
に
広
が
る
水
田
に
、
島
の
よ
う
に
点
在

す
る
在ざ

い

所し
ょ

（
＝
集
落
）
と
鎮
守
の
森
。
住
宅
開

発
が
進
む
以
前
の
彦
根
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な

景
観
が
ご
く
普
通
に
見
ら
れ
ま
し
た
。
在
所
に

は
、
鎮
守
の
神
社
や
、
寺
院
が
あ
り
、
そ
こ
で

行
わ
れ
る
神
事
や
仏
事
は
、
在
所
の
人
々
が
結

束
す
る
う
え
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
在
所
の
強
い
結
束
の
し
か

た
は
、
室
町
時
代
以
降
の
近
畿
地
方
の
村
に
特

徴
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
日
本
史
の
研
究

で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
の
彦
根
藩
井
伊
家
文
書

（
重
要
文
化
財
）
に
、
江
戸
時
代
中
期
の
宝ほ

う

暦れ
き

10
年
（
１
７
６
０
）
に
作
ら
れ
た
「
三み

す

筋じ

社し
ゃ

堂ど
う

帳ち
ょ
う

」
と
い
う
古
文
書
が
含
ま
れ
て
い
ま
す

（
写
真
）。

こ
の
帳
面
に
は
、
彦
根
藩
領
の
村
方
の
社や

し
ろ

や

堂ど
う

の
建
物
が
、
北
筋
・
中
筋
・
南
筋
の
三
筋
ご

と
に
、
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

犬
上
郡
八は

っ

坂さ
か

村む
ら

（
現
在
の
彦
根
市
八
坂
町
）
は
、

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

犬
上
郡
八
坂
村
領
之
内
、
牛ご

頭ず

天て
ん

王の
う

一
、
宮
　
　
　
壱
社

幅
四
尺
壱
寸

奥
行
三
尺
五
寸

右
同ど

う

断だ
ん

同
村
領
之
内

一
、
地
蔵
堂
　
壱
軒

幅
三
尺
七
寸

奥
行
三
尺
五
寸

当
時
の
八
坂
村
に
は
、
牛
頭
天
王
の
宮
と
、

地
蔵
堂
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
牛
頭

天
王
は
、
京
都
祇
園
社
（
現
在
の
八や

坂さ
か

神
社
）

な
ど
で
祭
ら
れ
る
神
様
。
一
方
、
地
蔵
堂
は
八は

っ

坂さ
か

地じ

蔵ぞ
う

の
こ
と
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
簡
単
な
記

事
で
す
が
、
当
時
の
社
や
堂
の
名
前
と
、
建
物

の
規
模
が
わ
か
り
ま
す
。
10
以
上
の
社
堂
が
書

き
上
げ
ら
れ
た
村
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
寺

村
の
お
社や

し
ろ

と
お
堂ど

う

︱
三み

筋す
じ

社し
ゃ

堂ど
う

帳
ち
ょ
う

︱

三
筋
社
堂
帳
　
表
紙
︵
上
︶
と

中
筋
の
八
坂
村
部
分
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募　集

〈試験区分（採用予定人員）〉男性Ａ－１（約60人）、男性
Ａ－２（約60人）、女性Ａ（若干人）〈受験資格〉男性
Ａ−１：昭和50年４月２日以降に生まれ、大学（短大を
除く）を卒業し、10月１日の採用に応じられる男性　男
性Ａ−２：昭和50年４月２日以降に生まれ、大学（短大
を除く）を卒業、または平成18年３月31日までに卒業見
込みの男性　女性Ａ：昭和50年４月２日以降に生まれ、
大学（短大を除く）を卒業、または平成18年３月31日ま
でに卒業見込みの女性 〈受付期間〉４月１日㈮～同20日
㈬ 〈１次試験日〉５月８日㈰ 〈最終合格発表〉８月上旬
〈問い合わせ先〉滋賀県警察本部警務課採用係☎（フリーダ
イヤル）0120-204-314、ホームページhttp://www.pref.

shiga.jp/police

〈趣旨〉米づくり体験を通して農業を知ろう 〈日時〉５月５
日（木・祝）９：00～13：00 〈内容〉田植え、試食会を通して
の農家との交流 〈場所〉グリーンピアひこね（清崎町）付近
の水田 〈対象〉市内在住の人 〈定員〉35人（先着順）〈参
加費〉１人千円（小学生以上）〈申込期間〉４月４日㈪～
同22日㈮（土・日曜日は除く）〈申込・問い合わせ先〉グリ
ーンピアひこね☎25-3909、ＦＡＸ25-3972

庄堺公園を彩るバラ園の一部を、講習会を受講するなか
で一年間お世話（剪

せん

定
てい

、薬剤散布、草刈りなど）していた
だきます。※用具などは参加者の負担 〈対象〉指定した講

習会（平日で月２～３回）に必ず参加できる人 〈定員〉10
人（申込者多数の場合は抽選）〈申込期限〉４月15日㈮
（当日消印有効）〈申込方法・問い合わせ先〉はがきに住所、
氏名、電話番号、「バラ園管理ボランティア希望」と書い
て 都市計画課公園緑地係（〒522-8501）☎30-6124、
ＦＡＸ24-8517

〈日時〉５月22日㈰８：45～16：00（荒天時中止）〈種目〉
50m走、100m走、800m走、1500m走、走り幅跳び、
走り高跳び、スラローム、砲丸投げ、ソフトボール投げな
ど（障害によって参加できる種目が異なります）〈場所〉皇
子山総合運動公園陸上競技場（大津市御陵町）〈対象〉13歳以
上で、身体障害者手帳か、療育手帳を所持する人 〈申込
期限〉４月11日㈪〈申込・問い合わせ先〉 障害福祉課（平
田町・ 障害者センター内）☎27-9981、FAX26-1767

〈実施日〉８月14日㈰・15日㈪ 〈場所〉日本武道館（東京都
千代田区）〈対象〉原則として戦没者（原爆、一般戦災死没者
を含みます）の配偶者、子、父母、兄弟姉妹（１柱１回限
り）で、１泊２日の団体行動ができる人 〈募集人数〉県内
から20人（申込者多数の場合は抽選）〈参加費〉５,000円
程度 〈申込期限〉４月22日㈮ 〈申込方法・問い合わせ先〉
はがきに①住所、氏名、生年月日、性別、戦没者との続柄、
電話番号と②戦没者の氏名と本籍地都道府県名を書いて
健康福祉政策課（〒520-8577）☎077-528-3514、
FAX077-528-4850

第43回滋賀県障害者スポーツ大会　陸上競技

滋賀県警察官

バラ園管理ボランティア

全国戦没者追悼式参列者
アグリ体験（田植え）
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彦
根
市
で
は
、
非
常
に
厳
し
い
財
政
状
況
に

対
応
す
る
た
め
の
経
営
改
革
の
一
環
と
し
て
組

織
の
簡
素
・
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

な
行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
４
月

１
日
か
ら
市
の
組
織
の
一
部
を
変
更
し
ま
す
。

組
織
の
統
廃
合

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
と
す
る
た
め
、
次
の

よ
う
に
組
織
を
統
廃
合
し
ま
す
。

▼
市
民
共
生
部
と
生
活
環
境
部
を
市
民
環
境
部

と
し
て
統
合
し
ま
す
。

▼
建
設
部
と
都
市
開
発
部
を
都
市
建
設
部
と
し

て
統
合
し
ま
す
。

▼
国
際
交
流
課
と
男
女
参
画
課
を
市
民
交
流
課

と
し
て
統
合
し
ま
す
。

▼
彦
根
城
博
物
館
の
学
芸
課
と
史
料
課
を
学
芸

史
料
課
と
し
て
統
合
し
ま
す
。

企
画
課
で
市
民
と
の

協
力
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
施

こ
れ
ま
で
住
民
自
治
課
で
取
り
組
ん
で
き
た

自
治
会
な
ど
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
事

務
を
企
画
課
で
行
い
、よ
り
大
き
な
視
点
か
ら
、

市
民
や
企
業
な
ど
と
の
協
力
・
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り

に
市
民
の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
市
民
広
聴
室
で
取
り
扱
っ
て
き

た
事
務
も
企
画
課
で
併
せ
て
行
い
ま
す
。

総
務
課
に

防
災
・
危
機
管
理
係
を
追
加

東
南
海
・
南
海
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
地
震

や
風
水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
、
将
来
に
発
生
が

予
想
さ
れ
る
災
害
と
そ
の
他
の
危
機
に
備
え
る

た
め
、
総
務
課
に
防
災
・
危
機
管
理
係
を
追
加

し
ま
す
。

公
有
財
産
管
理
室
の
新
設

市
所
有
の
遊
休
地
の
売
却
を
推
進
す
る
ほ

か
、
市
有
財
産
の
管
理
を
よ
り
適
正
に
行
う
た

め
、
総
務
課
に
公
有
財
産
管
理
室
を
新
設
し
ま

す
。納

税
課
の
新
設

税
務
課
の
納
税
推
進
室
を
納
税
課
と
し
て
独

立
さ
せ
、
納
税
の
推
進
や
税
負
担
の
公
平
を
保

つ
た
め
の
滞
納
対
策
な
ど
を
推
進
し
ま
す
。

交
通
対
策
室
の
新
設

こ
れ
ま
で
企
画
課
や
生
活
環
境
課
、
建
設
管

理
課
、
都
市
計
画
課
な
ど
い
く
つ
も
の
部
や
課

に
ま
た
が
っ
て
い
た
交
通
に
関
す
る
事
務
を
一

元
化
す
る
た
め
、
建
設
管
理
課
を
管
理
交
通
課

と
し
、
同
課
に
交
通
対
策
室
を
新
設
し
ま
す
。

文
化
財
課
の
充
実

こ
れ
ま
で
総
務
課
、
観
光
課
、
文
化
財
課
に

ま
た
が
っ
て
取
り
扱
っ
て
き
た
彦
根
城
な
ど
特

別
史
跡
や
名
勝
な
ど
に
関
す
る
事
務
を
文
化
財

課
で
一
元
的
に
行
う
た
め
、
同
課
に
史
跡
整
備

係
を
追
加
し
ま
す
。

そ
の
他

▼
経
営
改
革
推
進
室
を
総
務
部
か
ら
企
画
振
興

部
に
移
管
し
ま
す
。

▼
秘
書
室
を
秘
書
課
に
、
農
政
課
を
農
林
水
産

課
に
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

▼
市
町
合
併
協
議
の
終
了
に
伴
い
、
企
画
課
に

あ
る
市
町
合
併
推
進
室
を
廃
止
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
☎
◯　30　
６
１
０
６
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

市
役
所
の
組
織
が
一
部
変
わ
り
ま
す

は、今回新設または改称した部・課（市長事務部局のみ掲載）
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情報
掲示板

心
身
障
害
者
の
社
会
参
加
の
た
め
に

タ
ク
シ
ー
運
賃
︸

自
動
車
燃
料
費
を
助
成
し
ま
す

重
度
の
障
害
の
あ
る
人
の
積
極
的

な
社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
に
、

タ
ク
シ
ー
運
賃
ま
た
は
自
動
車
燃
料

費
の
助
成
を
し
ま
す
。

対
象
者

次
の
①
〜
③
の
い
ず
れ
か

に
該
当
し
、
さ
ら
に
、
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い
人
で
、
所
得
税
額

（
平
成
15
年
分
）
が
２
４
１
、０
０

０
円
を
超
え
て
い
な
い
人

申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者

手
帳
、
療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
、
印
か
ん

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、車
検
証
の
写
し
も
必
要
で
す
。

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
先

障
害

福
祉
課
（
平
田
町
・
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
内
）
☎
◯　27　
９
９
８
１
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
７
番

応
援
し
ま
す

市
民
の
文
化
活
動

市
民
の
皆
さ
ん
の
文
化
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
市
内
の
文
化
団
体
が

実
施
す
る
事
業
に
対
し
て
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

補
助
対
象
団
体

市
内
に
本
拠
地
を

置
く
文
化
団
体

補
助
対
象
事
業

文
化
団
体
が
市
内

で
自
ら
主
催
し
、
日
ご
ろ
の
活
動

の
成
果
を
広
く
市
民
に
発
表
、
公

開
す
る
事
業
で
、
補
助
対
象
経
費

が
３
万
円
以
上
の
も
の（
た
だ
し
、

他
の
補
助
金
を
受
け
て
い
る
事
業

は
除
き
ま
す
。）

※
対
象
と
な
る
文
化
活
動
の
範
囲
や

補
助
対
象
経
費
な
ど
詳
し
い
こ
と

は
、
交
付
団
体
募
集
要
項
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
17
年
度
事
業
で
１
団
体
に
つ

き
１
事
業
に
限
り
ま
す
。

※
営
利
目
的
の
も
の
、
特
定
の
団
体

や
政
治
的
・
宗
教
的
な
意
図
の
宣

伝
を
目
的
と
す
る
事
業
な
ど
は
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
以
内
で
、
３
万
円
を
限
度

と
し
ま
す
。
※
た
だ
し
、
申
し
込

み
が
多
数
の
場
合
は
、
希
望
額
よ

り
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

申
請
方
法

４
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

所
定
の
補
助
金
希
望
調
書
に
必
要

な
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

（
※
調
書
の
用
紙
は
、

教
育
委
員

会
事
務
局
〈
市
民
会
館
２
階
〉、
各

地
区
公
民
館
、
高
宮
地
域
文
化
セ

ン
タ
ー
、み
ず
ほ
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
役
所
１
階
受
付
、
支
所
・
各
出

張
所
、
市
立
図
書
館
、
ひ
こ
ね
市

文
化
プ
ラ
ザ
学
習
情
報
コ
ー
ナ
ー

に
あ
り
ま
す
。）

補
助
金
の
交
付
ま
で

提
出
さ
れ
た

書
類
に
つ
い
て
審
査
し
、
補
助
金

を
交
付
す
る
団
体
お
よ
び
金
額
を

内
定
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
に
通

知
し
ま
す
。
補
助
金
の
交
付
は
、

事
業
終
了
後
に
報
告
書
な
ど
必
要

書
類
が
提
出
さ
れ
た
後
に
な
り
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
☎
◯　24　
７
９
７
１
番
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
☎
◯　 23　
９
１
９
０
番

自
宅
の
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業
」

平
成
17
年
度
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
、
自
宅
の
修
繕
・
補
修
工
事
な
ど

（
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
行
う
場
合

に
、
そ
の
経
費
の
一
部
を
補
助
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
こ
の
補
助
の
波
及
効

果
で
、
市
内
の
産
業
の
活
性
化
と
雇

用
の
確
保
を
目
指
し
て
行
う
も
の
で

す
。

ど
ん
な
制
度
？

自
分
が
住
ん
で
い

る
住
宅
を
改
造
す
る
経
費
の
10
％

を
、
最
高
10
万
円
ま
で
補
助
し
ま

す
。

▼
４
月
１
日
以
降
に
着
工
し
、
平
成

18
年
３
月
31
日
㈮
ま
で
に
完
了
す

る
、
20
万
円
以
上
の
工
事
が
対
象

で
す
。

▼
外
構
工
事
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

▼
平
成
14
年
度
以
降
に
供
用
開
始
に

な
っ
た
区
域
の
下
水
道
接
続
工
事

は
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
工
事
の
発
注
先
は
、
市
内
に
本
社

の
あ
る
法
人
か
、
市
内
の
個
人
業

者
に
限
り
ま
す
。

申
込
資
格

次
の
要
件
を
す
べ
て
満

た
し
て
い
る
人

①
彦
根
市
内
に
在
住
で
あ
る
こ
と

②
市
税
の
滞
納
や
市
の
各
種
融
資
の

償
還
に
つ
い
て
滞
納
が
な
い
こ
と

③
補
助
対
象
住
宅
に
居
住
し
て
い

て
、
そ
の
住
宅
の
所
有
者
で
あ
る

こ
と

④
対
象
と
な
る
工
事
に
つ
い
て
、

国
・
県
・
市
の
ほ
か
の
補
助
を
受

け
て
い
な
い
人

⑤
過
去
に
こ
の
事
業
の
補
助
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
こ
と

申
込
期
間

４
月
１
日
㈮
〜
同
28
日

㈭
（
必
着
）

申
込
方
法

は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話

番
号
、
予
定
工
事
内
容
、
予
定
工

事
費
、
発
注
を
予
定
し
て
い
る
業

者
名
と
そ
の
本
社
の
所
在
地
、
工

事
着
工
・
完
了
予
定
日
を
書
い

て

商
工
課（
〒
５
２
２-

８
５
０
１
）

へ
。

※
施
工
業
者
、
工
事
の
時
期
が
未
定

の
場
合
で
も
申
し
込
め
ま
す
。
工

事
日
が
分
か
ら
な
い
場
合
は
希
望

日
を
、
工
事
費
が
分
か
ら
な
い
と

き
は
予
算
額
を
書
い
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
期
間
終
了
後
、
申
請
書
類
を

送
付
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選
し

ま
す
。（
昨
年
度
は
抽
選
を
行
い

ま
し
た
。）

※
補
助
金
の
申
請
に
は
、
工
事
着
手

前
と
完
了
後
の
写
真
（
同
じ
位
置

か
ら
撮
影
し
た
も
の
）
が
必
要
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先

商
工
課
☎
◯　30　
６

１
１
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８

番

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
所

持
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か
の
障
害

の
あ
る
人
　
▼
肢
体
不
自
由
障
害

の
う
ち
下
肢
障
害
ま
た
は
体
幹
機

能
障
害
　
▼
視
覚
障
害
　
▼
内
部

障
害

②
療
育
手
帳
Ａ
の
所
持
者

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級

の
所
持
者

※
自
動
車
燃
料
費
の
助
成
に
つ
い
て

は
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を

同
じ
に
す
る
家
族
が
自
動
車
を
所

有
し
、
運
転
す
る
場
合
に
限
ら
れ

ま
す
。

情報
掲示板

市内在住の70歳以上の人に、はり・きゅう・マッサージ施術費の
一部助成券を交付します。希望する人は、認め印を持って、近くの
受付会場（下の表のとおり）へお越しください。
問い合わせ先 介護福祉課☎23-9660、FAX26-1768
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情報
掲示板

人
生
の
節
目
に

国
民
年
金
加
入
の
手
続
き
を

会
社
を
退
職
し
た
な
ど
の
理
由
で

国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
る
と
き

は
、
改
め
て
国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
が
必
要
で
す
。
年
金
手
帳
、
印
鑑
、

退
職
日
や
扶
養
の
外
れ
た
日
の
分
か

る
書
類
を
持
っ
て
、

保
険
年
金

課
・
支
所
・
各
出
張
所
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

手
続
き
が
必
要
な
の
は
、
例
え
ば

次
の
よ
う
な
人
で
す
。

▼
会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
。
ま
た

定
年
退
職
し
た
人
の
扶
養
と
さ
れ

て
い
た
配
偶
者
。

▼
会
社
員
や
公
務
員
の
扶
養
に
入
っ

て
い
た
配
偶
者
で
、
収
入
が
増
え

た
、
離
婚
し
た
な
ど
の
理
由
で
配

偶
者
の
扶
養
の
条
件
を
満
た
さ
な

く
な
っ
た
人
。

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
て
、
給
料

か
ら
差
し
引
く
形
で
納
付
し
て
い
た

人
も
、
手
続
き
終
了
後
は
、
保
険
料

を
毎
月
自
分
で
払
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
納
付
に
は
、
安
心
、
便
利
、
お

得
な
口
座
振
替
や
前
納
を
お
す
す
め

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　 23　
９
０
３
８
番
、

保
険
年
金
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番

内
線
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１

３
９
８
番

国
民
年
金
の
加
入
者
は
、
制

度
上
、
次
の
３
種
類
で
す
。

▼
第
１
号
被
保
険
者

職
業：

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

自
営
業
者
、
自
由
業
、
農
林

漁
業
者
、
学
生
な
ど

加
入
手
続
き

保
険
年
金

課
、
支
所
、
各
出
張
所
で
加

入
者
が
行
い
ま
す
。

保
険
料：

口
座
振
替
や
社
会
保

険
庁
が
発
行
す
る
納
付
書
で

納
め
ま
す

▼
第
２
号
被
保
険
者

職
業：

厚
生
年
金
、
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
会
社
員
、

公
務
員
な
ど

加
入
手
続
き：

勤
務
先
が
加
入

手
続
き
を
行
い
ま
す
。

保
険
料：

給
料
か
ら
引
か
れ
ま

す
。

▼
第
３
号
被
保
険
者

職
業：

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で

第
２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

加
入
手
続
き：

配
偶
者
の
勤
務

先
で
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

保
険
料：

配
偶
者
の
加
入
し
て

い
る
年
金
制
度
全
体
で
負
担

し
ま
す
。

交通規制（車両通行止め）のお知らせ
桜まつり期間中、彦根城には市内外から多くの
見物客があり、混雑が予想されます。事故防止の
ため、城内で交通規制を実施しますので、ご協力
をお願いします。
規制区間
○元二の丸派出所～黒門前（右図の　　　部分）
期間中の毎日　　　　　9：00～22：00
○いろは松～彦根東高校前（右図の　　　部分）
期間中の土・日曜日 9：00～18：00

※桜まつりの交通規制期間中、駐車場は大手前公

園か、県立彦根総合運動場スイミングセンター

をご利用ください。

問い合わせ先 観光課☎30-6120
㈳彦根観光協会☎23-0001

４月18日㈪から５日間、「世界

花火大会」第８回大会が、滋賀県

内６か所で開催されます。４月19

日㈫には、20：00から45分間、

松原水泳場で中国とイタリアの花

火約3,000発が打ち上げられます。

世界花火大会　交通規制のお知らせ　4月19日㈫ 19:00-22:00
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健康管理だより

林
は
や
し

こ

こ

ろ
ち
ゃ
ん

︵
芹
橋
二
丁
目
︶

本ほ
ん

多だ

美み

琴こ
と

ち
ゃ
ん

︵
高
宮
町
︶

増ま
す

井い

結

音

ゆ

う

と

ち
ゃ
ん

︵
東
沼
波
町
︶

18広報ひこね　平成17年４月１日

日曜納税相談
納税課では、仕事などで平日お忙しい

皆さんのために、毎月１回「日曜納税相談
窓口」を設けて、納付や納税についての相
談を受け付けています。４月は次のとおり

ですので、どうぞご利用ください。
日　時 ４月17日㈰10：00～16：00
場　所 納税課（市役所２階）
問い合わせ先 同課☎22-1411（内線210）

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

※臨時の収集については、早めにお申し込み
ください。（臨時の収集は、原則として毎
週火・金曜日に実施します。）
※収集の状況によって、収集日は３日程度前
後することがありますが、ご了承ください。
※収集のときは、バケツ１杯の水をご用意く
ださい。

４月後半

15日㈮

18日㈪

19日㈫

20日㈬

21日㈭

22日㈮

25日㈪

26日㈫

27日㈬

28日㈭

日夏、亀山地区、稲枝（東）、稲部（稲部）、野良田、田附、新海、
南三ツ谷、甲崎、肥田（西肥田）

日夏、 鳥居本地区、亀山地区、柳川、上西川、下西川、上石寺、
下石寺、稲部（稲部）、稲里、肥田（西肥田）、金沢

岡、西沼波（東部を除く）、東沼波、大堀、大橋、元岡、沼波、
日夏、鳥居本地区、亀山地区、清崎団地、稲部（稲部南）、金沢

東沼波、大堀、錦（第２・３部）、河原一丁目、河原二丁目、河
原三丁目、鳥居本地区、河瀬地区、彦富、稲部（稲部南）

鳥居本地区、河瀬地区、金田、上岡部、下岡部、彦富

古沢、松原（四ッ川を除く）、鳥居本地区、高宮地区、河瀬地区、
彦富

高宮地区、河瀬地区、亀山地区、彦富（笹田団地）

高宮地区、河瀬地区、亀山地区

高宮地区、河瀬地区

小泉、高宮地区、河瀬地区

日・曜日 駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【４月後半】

図書館休館日
４月後半

１８日(月)、２５日(月)、２９日(金・祝)

１９日㈫

２０日㈬

２１日㈭

２２日㈮

２６日㈫

２７日㈬

平 田 町 大 沢 高 岸 Ｂ 公 園
西 今 町 松 田 団 地
西 今 町 伊 庭 団 地
若 葉 小 学 校 校 庭 内
稲 里 町 公 民 館
稲 枝 地 区 公 民 館
稲 　 枝 　 駅 　 前
千 鳥 ヶ 丘 会 館 横
岡 町 東 光 寺 前
平 田 町 明 照 寺 前
大 藪 町 農 業 倉 庫
下 後 三 条 説 教 場
中 藪 一 丁 目 白 山 神 社
新 海 町 公 民 館
田 附 町 公 民 館
本 庄 町 公 民 館
普 光 寺 町 東 ノ 辻 広 場
彦 富 町 公 民 館
金 沢 町 公 民 館
港屋駐車場東（旧平和堂稲枝店）

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１３：１５
１４：００
１４：５０
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：１０
１４：００
１４：５０

１５日㈮
西 清 崎 町 浄 宗 寺
亀 山 ニ ュ ー タ ウ ン
日夏ニュータウン第２期集会所前

１３：３０
１４：２０
１５：１０

１６日㈯
開 出 今 町 菅 原 神 社
蔵 の 町 団 地 中 央
開出今第２団地（市立病院前）

１３：２０
１４：１０
１５：００

救急医療には１次救急と２次救
急の２種類があります。１次救急
は比較的軽症の患者さんを対象と
し、２次救急では、専門医を配置
し、１次よりも重症で入院が必要
な患者さんを受け入れることを目
的としています。
湖東医療圏（彦根市・犬上郡・
愛知郡）では、子どもの救急体制
について、昨年４月から、圏域内
の彦根市立病院、彦根中央病院、
友仁山崎病院、豊郷病院、湖東記
念病院の５病院で、日曜日・土曜

日夜間・祝日・年末年始に輪番制
による小児２次救急を実施してき
ました。４月からは、土曜日夜間
がなくなり、一般の救急体制のな
かで２次救急が実施されます。
なお、軽症の場合や、入院を必
要としないなど比較的軽易な診療
は、平日はかかりつけ医、日曜
日・祝日・年末年始は彦根休日急
病診療所（平日・土曜日休診）な
どをご利用ください。
問い合わせ先 健康管理課☎
24-0816、FAX24-5870

小児２次
救急医療体制が変わります
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あなたの好きな彦根の表情を表紙を通
じて紹介してください。写真をお持ちで
ない場合は、 情報政策課広報係で撮影
します。☎30-6103へ気軽に連絡して
ください。

勝鳥神社境内の増田さん

表
紙
の
こ
と
ば

増
田
　
彰

あ
き
ら

さ
ん
︵
三
津
町
︶

三
津
町
に
あ
る
神
社
は
「
勝か

つ

鳥と
り

神
社
」

と
い
い
ま
す
。
酉と

り

年
の
今
年
は
、
神
社
の

名
前
が
い
い
か
ら
と
、
初
も
う
で
に
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
関
西
を
中
心

に
遠
く
は
四
国
や
北
陸
か
ら
、
約
百
台
の

バ
ス
で
５
千
人
以
上
の
人
が
来
ら
れ
た
よ

う
で
す
。
い
つ
も
静
か
な
ま
ち
が
一
変
す

る
に
ぎ
わ
い
に
、ま
ち
中
が
驚
き
ま
し
た
。

三
津
町
に
は
、
宇
曽
川
の
堤
防
の
並
木

や
、
表
紙
写
真
の
遊
園
地
な
ど
、
桜
の
見

ど
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
今
年
は
、
花
見
に

来
た
人
た
ち
に
、
さ
ら
に
楽
し
ん
で
も
ら

う
「
桜
祭
り
フ
ェ
ア
」
を
４
月
17
日
ま
で

開
催
し
ま
す
。
地
域
を
あ
げ
て
盛
り
上
げ

る
こ
と
で
、
勝
鳥
神
社
と
相
ま
っ
て
、
ま

た
多
く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
え
る
の
で

は
、
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

人口と世帯数
平成17年３月１日現在

人　口
男
女
世帯数

（ ）内は前月との比較

１１０,０１２人 （＋ ７０）
５４,０６６人 （＋ ５７）
５５,９４６人 （＋ １３）
４０,１３７世帯（＋ ６２）

３月31日で
彦根市・豊郷町・甲良町・多賀町
合併協議会が廃止されました
先日開催された彦根市議会３月定例会で、彦根市・豊郷町・甲良町・
多賀町合併協議会を廃止することについて１市３町が協議することの議
案が可決されました。豊郷町、甲良町、多賀町でも、それぞれ同様の議
案が可決されました。
これを受け、１市３町は、合併協議会の廃止について協議をした結果、
同協議会は３月31日に廃止されました。
問い合わせ先 企画課☎30-6101、FAX22-1398


